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団塊の枇代、ついに肌現す！

後列左よ り 、倉沢 · 太田• 渡辺 ・ 村田・ 和田 ・木元 ・ ヒルケル・角堂

前列左より 、 足立先生・佃先生 ・ 陳 ・ 湯川

国体の夢消える

昭和22年、太平洋戦争が終わり、戦

地からの引き揚げがよう やく 落ち着

き、ヤミ市全盛の戦後ドサクサの時代

に僕達団塊の世代は生まれた 。 何しろ

人数が多く、 小学校のク ラ ス数は前年

の 2 倍もあり、教室がなくて．、 午前午

後の 2 部授業とい う 時もあ っ た。

そんな中で六甲に進学 し、 当時全 く

マイナ ーなス ポー ツであ っ たサ ッ カ ー

部に10名が入部した。 物が まだ少ない

時代で、ボールは年間10個位しか購入

出来ず、 ゴムのチ ュ ー ブに空気を入れ

て入口 を皮 ヒ モで縫い合わせるのが僕

達の練習前の作業であり、ボール入れ

の名人は、村田で、 パン ク常習犯は田

川だ っ た 。

靴はほとんどズ ッ クで、初めてスパ

イ クをはいたのは、兄のお古をもら っ

た渡辺で、続いて角堂が母親に買って

もら っ た ミ ズノの黒光りするスパイク

を見て、僕達はため息をついたが、そ

れは何とラグビー用のやつで、みんな

で笑い こ ろげた。 親たちには、 サ ッ カ

ーも、ラグビーも、ホッケーもみな一

緒で、区別のつかない様な時代だった

中 2 の時 、 神戸市の大会に全勝し、

大阪、京都、神戸の三都市大会も優勝
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し、高校にな ってからも順調にチーム

は戦績を残し、初の国体出場に僕達の

夢はふくらんでいった 。 決勝で関学に

当たると確信 していた準決勝戦、無名

の福崎高校に 1 - 2 のま さ かの敗戦を

喫して、 六甲サッカ一部が切望してい

た国体出場の夢はその日 であ っ けなく

終わって しま っ た。

近ご ろ、 暑 く てノ ドの乾いた 日、 太

陽の下にいるときま って中 l の夏の合

宿を思い出す。 大学を出たばかりの佃

先生が輪の真ん中で大声を出し、 キャ

プテンの港、井田さんがも っ といのけ

と言い、大学生の太田 さ んが根性根性

とくり返す。 僕たち中 l は、怖いもの



中学、 神戸市三都市大会優勝。 22期 ・ 23期

見たさの夜店の見せ物小屋を見物する

様に、輪の一番外側で座りながら、早

く練習が終わって、ワタナベのジュー

スの素で、ノドを潤す事だけを考え、

陳と和田は合宿逃亡を計画する 。 ただ

木元だけは、全員の練習が終わってか

ら、響尾さんと一緒にキーパーしごき

があるからいつも最後までクタクタだ

った。 食事当番は合宿中の唯一の楽し

みだった。 なぜなら、練習を途中でや

められ、ヒルケルさんのトラックで篠

原の市場へ買い出しに行く事が出来

た 。 つい先程まで苦しそうな顔をして

いた太田 と倉沢は、まるで人が変わっ

た様にうれしそうな表情でトラックの

荷台に乗って、六甲坂を下っていった

ヨーロ ッパ大陸の東のアジア大陸の

そのまた東の海の島国に、ヒルケルさ

んはどんな思いをして貧しかった日本

にたどりつき、どんな思いをして、こ

の日本の発展を、そしてサッカ一部の

僕達を見ていたのだろうか……？

［湯川昌明］

゜

昭和39年、僕たちが高 2 の時、東海

道新幹線が営業を開始し、アジアで初

めてのオリンピックが東京で開催され

た。

サッカーもドイツ人のクラマーコー

チを招いて、新しい理論が浸透し始め、

スポーツにも政治にも、芸術にも新し

い波、そうヌーベルバーグが押し寄せ、

無限の可能性をもった未来に僕達の胸

は高鳴った。 何もかもがキラキラと輝

く高校生活であ った様な気がする 。 そ

して、戦中、戦後の貧 しい日本は、物

のあふれた豊かな国に変貌していっ

た。 けれども、その中で一番困惑して

いたのは、豊かな伝統や文化を持った

ドイツから来たヒルケルさんその人じ

ゃなかったのかな ァ という 気がしてい . 
る 。 夏の合宿。 18期 、 太田省司さんがスキヤキの料理長であ っ た 。
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